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現状の課題と取り組みとして、①超高齢社会の進展に伴う救急需要の急激な増加と救急活動時間延伸に対応するための救急体制
の整備②法令改正に伴う救急救命士の処置の拡大とメディカルコントロール体制（指示体制・教育・事後検証）の強化を目的とした救
急救命士等の訓練・教育体制の充実③消防と医療の連携に向けた緊急度に応じた搬送体制と受け入れ搬送体制強化のためのICT
化などがあり、これらを推進していく。



・応急手当普及啓発事業の救命講習等については、年間を通した各種講習会を継続して実施していくとともに、受講者拡充に向けた
広報を行い、より一層の応急手当の普及を促進していく。
・救急受診ガイドについては、ホームページやイベント等、様々な機会を捉えて広報しており、ＷＥＢ版は年間３万件超のアクセスがあ
り、救急需要対策に効果を得ているものと考える。
・大規模災害発生時や救急要請多発時における市民サービスの質の向上を図るために、早期に非常用救急自動車の資器材の整備
を行う。
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